
わが国での主な大型(発生患者数の多い)食中毒事件

No. 年 月 場所 患者数 原因食品 原因物質(菌)

1. H.12, 6 大阪 13,420 加工乳,乳製品 ブドウ球菌

2. S.63, 6 北海道 10,476 錦糸卵 サルモネラ

3. H. 8, 7 大阪 7,966 学校給食 病原大腸菌O157

4. H. 4, 4 大阪 3,606 卵加工品 サルモネラ

5. H. 9,11 神戸 3,044 弁当 不明

6. S.60, 6 埼玉 3,010 不明 カンピロバクタ-

7 H. 9, 6 兵庫 2,758 昼食弁当 不明

8. H. 5, 7 岐阜 2,697 学校給食 不明

9. H. 2, 4 香川 2,052 給食弁当 病原大腸菌

10. S.63,6 熊本 2,051 学校給食 不明



大規模・広域食中毒における国の関与
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食中毒発生のハイリスクグループと病原菌

ハイリスクグループ

1. 乳幼児

2. 高齢者

3. 免疫機能の低下しているヒト

4. 糖尿病、腎疾患、肝疾患などの基礎的疾患を有するヒト

5. 副腎皮質ホルモン等の特定の薬を常用しているヒト

6. 抗ガン剤治療、免疫抑制剤の投与を受けているヒト

病原菌

リステリア菌、ビブリオ・バルニフィカス、腸管出血性大腸菌

ボツリヌス菌（乳児：3週齢〜8ヶ月）


